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　人生80年、豊かな経験も余りあると思います。しかし、
話はもっぱら自分と向き合う健康、病気、老いとの付き合
いにかかる事柄の話題がもっぱらでした。それも明日へ向
かう元気をもらうことになるかもしれません。
　これから何回催されるか? いつまで参加できるかが楽
しみです。

　1963年（昭和38年）日本国中が大寒波に襲われ、
38豪雪と言われた年に秋工土木科を卒業しまし
た。進路は、進学者が10%、就職した者は90%(製
造業10%、公務員20%、建設業70%)でした。
　あれから60年余、傘寿を向かえて月並みながら
長くもあり短くもありです。その間に同級会を初
回S53年(26名参加)、S58年(20名参加)、S62年
(11名参加)、H3年(24名参加)、H6年(23名参加)、
H14年(21名参加)、H25年(21名参加)、H27年(13
名参加)、R6年(16名参加)と9回開催していますが、年々参
加者も減りましたけれど、続けてこられたのは、発起人の
方々の努力のおかげです。感謝、感謝です。
　傘寿の同級会に合わせて発起人の一人浅野周夫君が編
集・製作した『思い出の写真集』が、皆の感動を受けていま
した。入学時から測量実習、応援歌の練習、運動会の風景、
謝恩会、卒業式各同級会の写真等を時系列的に纏め、全員
に配布されました。
　今回の日程は、秋田駅西口に集合し母校に向かい、同窓
会会館、新校舎、人工芝グランドを見学、校長先生に挨拶
の後、金砂神社に参拝し、徒歩で千秋公園を経由して祝賀
会場の「秋田キャッスルホテル」に2時前に到着。
　いよいよ宴もたけなわの中、全員の近況スピーチという
ことになりました。
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